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発掘調査の成果と吉田村古図の世界
－吉田泉殿の実像を求めて－

伊藤 淳史
京都大学大学院文学研究科附属文化遺産学・人文知連携センター

京大文化遺産調査活用部門

京都大学総合博物館2024年度特別展
文化財発掘ⅩⅠ 吉田遺産探訪－遺跡・古図・剣鉾－
関連講演（2025年４月19日）

1

＜本日の構成＞

・１．「吉田泉殿」とは
・はじめに－なぜこの話題を取り上げるか－

・２．発掘調査の成果から

・３．吉田村古図と吉田泉殿の復元
・４．まとめと課題

＜報告文献＞
伊藤淳史・笹川尚紀2012「京都大学西部構内AW20区の発掘調査」
『京都大学構内遺跡調査研究年報 2009年度』
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１．「吉田泉殿」とは

現在の
吉田泉殿町
（グーグルマップから）
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👉現在の京大西部構内から西側一
帯の地名「吉田泉殿町」は、この公
経の別邸にちなむ

＊西園寺公経（1171～1244）が
吉田に池泉をもつ別邸を営んだ

＊泉殿:平安時代、泉の出るところに建てた邸宅の称
／室町時代、庭の泉水の上につき出した建築の称
（『広辞苑』第六版より
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＊西園寺公経について

『特選小倉百人一首』
（田村将軍堂1955年）より

『新編日本史辞典』（東京創元社1990年）より
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＊文献上の初出:「・・・吉田泉造改・・・」
（『明月記』嘉禄２年（1226）５月27日条／以後、明月記には記述多数）

＊文献史料に知られる吉田泉殿の盛衰

例）夏期の納涼、競馬、射弓、酒宴等々・・・天福元年（1233）の
後堀河上皇の御幸に際しては、深池を望む高楼、赤地錦で作った橋、
沈香の柱、奇岩を配した庭園で風流を尽くす・・・

＊公経没後、所有は九条頼経、後嵯峨上皇へと移ったか?
（『岡屋関白記』）以後、後深草、亀山上皇まで（1302年）臨幸記録多数

＊14世紀初頭までで記述途絶
以後争乱により荒廃、耕地と化して伝承の存在となったか

例）吉田泉殿跡の田畠が吉田社神領として寄進される
・・・永徳４年（1384）足利義満寄進状
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２．発掘調査の成果

発掘調査に着手（2008年１月）・東から調査地点の位置
（以下図の出展はすべて伊藤・笹川2012より）
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東区を北西から 西区を北東から

＊中世遺構の全景
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り 庭的な景観
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＊立地環境

総じて東半が高い
地形とみられる

西半は近世に大規模な
耕地開発がされている
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＊石敷もつ建物

外縁一辺が11.80ｍ
の方形建物だろう
持仏堂的な建物?

内側は礫を入れて
地盤を固める地業
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＊色玉石を敷いた遺構11
＊庭をうかがわせる景観

流れの岸を保護
する護岸

これは土層観察用に残した畔です

点在する景石底には美しい砂
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３．吉田泉殿の復元と吉田村古図
＊近世以降の伝承
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碓井小三郎編1911『京都坊目誌』より

庭池の跡とされ
るものが江戸時
代には残されて
いたのか?
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＊吉田村古図にみる字「和泉」

京都大学総合博物館蔵
「山城国吉田村古図」部分に加筆

（拡大）
字牛ノ宮の中に
和泉の飛び地が
存在する
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＊現況地形と重ね合わせ

近世の調査成果と古
図の道や水路等は概
ね対応している
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路
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道

二つの道に
挟まれた範
囲に空閑地
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＊謎の空閑地は池のなごりか? 遺構のみつか

らない範囲

頭の出ている巨
岩周囲を調べる
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＊発掘された景石の埋積状態

近世の堆積

中世の堆積
（土師器や礫で埋まる）

頂部は現代の構造物で破壊

最下部は砂の堆積
する流れの跡

👉池として遺存はしていないが、荒蕪地とし
て利用されていない空間であったとは言える
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＊範囲の想定復元

字和泉の飛び地が池跡と想定
→中央に置いてみる

☞東西は約109ｍ（1町）程度
☞寝殿など主要建物は北側では?
→北側にもう一町四方を想定
（≒字「和泉」の範囲に相当）

方形建物の東側は2ｍ以上の
比高差で高まる
→東に敷地を広げる余地なし

微高地や河原
（当時）で西
側も限られる
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＊建築史による貴族邸宅の復元例1.東三条殿

2.法住寺殿

3.藤原定家京極邸

１と３:
日本建築学会編2008『日本建築史図集』新訂第２版より
２:足利健亮編1994『京都歴史アトラス』中央公論社より
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4．まとめと課題
＊発掘された中世・近世の遺構、古図に残る「和泉」の位置、
地形環境との兼ね合いから、吉田泉殿は現在の西部構内に１×
２町程度の範囲を想定できる

＊鎌倉時代の盛衰を伝える記録、近世まで痕跡が残っていたとす
る伝承と、発掘で確認される状況とは、おおむね符合している

＊範囲や内部を示す直接的な遺構のほとんどは、まだ不明

＊主要部分は西部構内北半にまだ遺存している可能性が高い
（今回確認面は現地表下２ｍ以上）

＊水利・水源をどのように求めたのだろうか
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